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◆目的：介護職員の離職の誘因となっている「やりがいのなさ」や介護職の「自己評価の
低さ」に着眼し、自己のケアを振り返る力（リフレクション力）の関連項目を明らかにす
る  
◆方法：自記式質問紙調査 郵送法 及び インタビュー調査  
聖隷クリストファー大学の倫理委員会の承認条件を遵守して実施。  
調査Ⅰ①デイサービス  Ａ県Ｂ市・Ｃ県Ｄ市（全数）632 施設 対象：相談員  
②特別養護老人ホーム  Ｃ県・Ｄ県（全数）579 施設 対象：介護統括責任者  
   ③介護福祉士養成校（全数）221 校 対象：教務主任  
調査Ⅱ①～③の調査のうち、インタビュー協力を申し出て下さった方  10 名  
調査Ⅲ特別養護老人ホーム 対象：4 施設に勤務する介護職員  160 名  
◆結果：調査結果の概要は以下の通りである  
調査Ⅰ自記式質問紙調査 Ver.Ⅰ  
調査期間 2013 年 6 月 1 日～6 月 15 日 有効回答 247 通（16.0％）  
①②③調査の特徴：①「利用者とのやりがいを感じている」ものの「給与などの待遇に不
満を感じている」人が多く、忙しさの中で振り返りの時間が持てない②「マニュアル」「プ
リセプター」の重視・教育指導体制において継続性がない③卒業生は「介護実践の根拠を
理解する」ことや「自立支援」への理解は、新カリキュラム以降到達目標まで達成できて
いるが一方で制度理解が曖昧になっている①②③の共通点：介護職員の資質には【他者に
共感でき、相手の立場にたって考えられる姿勢】が必要。  
調査Ⅱインタビュー調査 調査期間 2013年 8月 1日～12月 26日 6名。結果を踏まえ、  
自己のケアを振り返る力を『省察』として定義し、質問紙調査 Ver.Ⅱを作成。  
調査Ⅲ自記式質問紙調査 Ver.Ⅱ  
調査期間 2014 年 2 月 27 日～3 月 15 日 有効回答 80 名（50.0％）  
自記式質問紙調査 Ver.Ⅱは Ver.Ⅰを基本とし、先行調査を参照し【介護者自身に関する
省察の考え方について】質問項目 12 項目【利用者に関する省察の考え方について】質問
項目 12 項目【他者を通した省察の考え方について】質問項目 12 項目 合計 36 項目で構
成した。「職務に関する満足度」「組織に関する満足度」は Ver.Ⅰと同じ項目で設定を行
った。因子分析の結果【自己注意】【自己考慮】【利用者分析】【利用者察知】【利用者
観察】【職務】【組織】と因子名の命名を行った。  
◆考察及びまとめ：回答者の多くが対人志向に主眼を置いているものの、「省察」に関し
ては、自己の言動を振り返ることには重きを置いていないという特徴や、自己のケアを振
り返る力（リフレクション力）に 4 つのタイプがあることも明らかになった。今後はタイ
プ別研修プログラムの構築など研究を進めていきたい。  
タイプＡ）自己注意やや高く利用者を察知する力がある  
タイプＢ）他者を通した情報収集があるにも関わらず新しい知識には興味がない  
タイプＣ）他者を通した情報収集や活用の仕方がわかっていない  
タイプＤ）情報収集をすることはできているが活用ができていない  
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